
　

イ
ン
ド
と
中
国
。
経
済
規
模
や
人
口

等
、
多
く
の
面
で
比
較
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
日
本
人
に
と
っ
て
両
国
の
関
係

は
密
接
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。
し
か
し
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
実
際

に
は
、
筆
者
が
居
住
し
て
い
る
イ
ン
ド

の
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
は
、
街
中
で

中
国
人
を
見
掛
け
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
む
し
ろ
韓
国
人
や
日
本
人
を
見

掛
け
る
機
会
の
方
が
多
い
。も
ち
ろ
ん
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
は
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

は
存
在
し
な
い
。

　

し
か
し
、
イ
ン
ド
全
土
を
見
る
と
、

二
〇
万
人
程
の
中
国
人
お
よ
び
チ
ベ
ッ

ト
人
が
居
住
し
て
お
り
（
本
稿
で
は
、

漢
民
族
を
中
国
人
、
チ
ベ
ッ
ト
族
を
チ

ベ
ッ
ト
人
と
呼
ぶ
）、
こ
の
数
は
圧
倒

的
に
韓
国
人
、
日
本
人
を
上
回
っ
て
い

る
（
詳
細
は
表
1
を
参
照
）。
た
だ
し
、

そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が

約
一
〇
万
人
、
中
国
人
も
約
一
〇
万
人

と
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が
そ
の
半
数
を
占
め

て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と

中
国
人
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
、
イ
ン
ド
と

の
歴
史
関
係
を
探
る
と
共
に
、
両
民
族

の
イ
ン
ド
、
と
り
わ
け
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

に
お
け
る
活
動
を
追
っ
て
い
く
。

　

始
め
に
チ
ベ
ッ
ト
人
に
つ
い
て
言
及

し
た
い
。
イ
ン
ド
に
居
住
す
る
チ
ベ
ッ

ト
人
の
人
口
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
い

理
由
に
関
し
て
は
、
歴
史
を
紐
解
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
中
国
国
内
で

起
き
た
「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
を
契
機
に
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
は
イ
ン
ド
へ
亡

命
し
た
。
こ
の
際
に
約
一
〇
万
人
の
チ

ベ
ッ
ト
人
も
イ
ン
ド
へ
亡
命
し
て
い

る
。
現
在
、
全
世
界
の
亡
命
チ
ベ
ッ
ト

人
の
数
は
約
一
三
万
四
〇
〇
〇
人
で
あ

る
が
、
そ
の
大
部
分
が
イ
ン
ド
に
居
住

し
て
い
る
。

　

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
は
、
亡
命
後
、

イ
ン
ド
北
西
部
の
ヒ
マ
ー
チ
ャ
ル
・
プ

ラ
デ
シ
ュ
州
の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に
亡
命
政

府
を
樹
立
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

イ
ン
ド
南
部
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
数
カ

所
に
大
規
模
な
チ
ベ
ッ
ト
人
難
民
入
植

地
が
拓
か
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
最
大

の
入
植
地
は
、
三
〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
も

の
土
地
を
有
す
る
バ
イ
ラ
ク
ッ
ペ
で
あ

る
。
亡
命
の
際
に
、
イ
ン
ド
政
府
か
ら

借
り
入
れ
た
土
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
は

現
在
約
一
万
六
〇
〇
〇
人
が
住
ん
で
い

る
が
、
そ
の
大
半
の
約
一
万
一
〇
〇
〇

人
は
僧
侶
や
尼
僧
、
出
家
を
目
指
す
若

者
で
あ
る
。

　

筆
者
の
居
住
す
る
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に

お
い
て
も
、
公
共
交
通
機
関
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
袈
裟
姿
の
チ
ベ
ッ

ト
僧
を
見
掛
け
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
は
チ
ベ
ッ
ト
料
理
の

レ
ス
ト
ラ
ン
も
存
在
す
る
。
今
年
三
月

二
六
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お
い

て
中
国
に
抗
議
す
る
た
め
に
亡
命
チ

ベ
ッ
ト
人
男
性
が
焼
身
自
殺
を
図
り
死

亡
す
る
と
い
う
事
件
も
起
き
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
は
様
々
な
面
に
お
い

て
チ
ベ
ッ
ト
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
は

多
い
。

　

次
に
中
国
人
に
関
し
て
見
て
い
き
た

い
。
一
八
世
紀
以
降
、
イ
ン
ド
と
中
国

の
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
に
従
い
、
多
く

の
広
東
人
が
貿
易
の
た
め
に
イ
ン
ド
を

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
ド
、
と
り

わ
け
コ
ル
カ
タ
に
定
住
す
る
中
国
人
も

現
れ
た
。
一
八
五
八
年
の
コ
ル
カ
タ
の

中
国
人
の
人
口
は
約
五
〇
〇
人
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
人
口
は
増
え
続
け
、

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
一
九
四
七
年

に
は
、
そ
の
数
は
一
万
六
〇
〇
〇
人
に

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
な
い
都
市
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

原
島
　

梓

特　集
チャイニーズ・

オン・ザ・グローブ

表1　 インドおよびニューデリーに居住する中国人、
チベット人、韓国人、日本人数

インド全体 ニューデリー

中国人およびチベット人 約196,000＊1 ―

　うち中国人 約96,000 ―

　うちチベット人 約100,000＊2 ―

韓国人 9,860＊3 約5,000＊4

日本人 4,501＊5 2,505＊5

（注）　1）2007年、僑務統計年報。
　　　2）ダライ・ラマ法王日本代表部事務所ホームページ。
　　　3）2010年、Ministry of Foreign Affairs and Trade, Republic of Korea。
　　　4） The Daily Star記事（2007年3月11日）およびMint記事（2012年4月9

日）より筆者推計。
　　　5）2011年、外務省「海外在留邦人数調査統計」。
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達
し
、そ
の
後
も
増
加
傾
向
を
見
せ
た
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
状
況
は
、
一
九
六

二
年
一
〇
月
の
中
印
国
境
紛
争
の
勃
発

と
共
に
一
変
す
る
。
国
境
紛
争
勃
発
後

イ
ン
ド
政
府
が
一
部
の
中
国
人
に
国
外

退
去
を
命
じ
た
他
、
一
部
中
国
人
を
収

容
所
に
抑
留
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九

六
〇
年
代
末
ま
で
に
イ
ン
ド
在
住
の
中

国
人
の
多
く
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
セ

ア
ニ
ア
・
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
移
住
し

た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
一
年
に
は
そ

の
人
口
は
一
万
一
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
に

ま
で
減
少
し
た
。し
か
し
そ
の
後
、徐
々

に
そ
の
数
は
回
復
し
、
一
九
八
〇
年
代

に
は
二
万
人
程
に
ま
で
増
加
し
た
。

　

中
国
人
の
大
部
分
は
、
イ
ン
ド
第
三

の
都
市
コ
ル
カ
タ
に
居
住
し
て
お
り
、

コ
ル
カ
タ
は
イ
ン
ド
で
唯
一
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
を
有
す
る
街
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
中
国
人
が
コ
ル
カ
タ
に
集
中
し
て

い
る
理
由
と
し
て
は
、
一
九
一
一
年
に

首
都
が
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
移
転
さ
れ
る

ま
で
コ
ル
カ
タ
は
イ
ン
ド
の
首
都
で

あ
っ
た
こ
と
、
貿
易
港
と
し
て
発
展
し

て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

コ
ル
カ
タ
に
居
住
す
る
中
国
人
の
出

身
地
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
広
東
省
出

身
者
が
最
も
多
く
、
全
体
の
約
八
〇
％

を
占
め
る
。
職
業
構
成
は
、
皮
革
業
と

皮
革
を
原
料
と
す
る
靴
製
造
業
に
従
事

す
る
人
の
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で

歯
科
医
、
雑
貨
、
大
工
、
小
資
本
の
商

業
等
が
あ
る
。
皮
革
業
と
靴
製
造
業
が

発
達
し
た
要
因
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
や

隣
国
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
原
料
の
牛

皮
や
羊
皮
な
ど
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ

と
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
カ
ー
ス
ト
制
度

に
よ
れ
ば
、
靴
製
造
の
仕
事
は
指
定

カ
ー
ス
ト
の
仕
事
と
み
な
さ
れ
て
い
る

た
め
、
比
較
的
競
争
が
少
な
い
産
業
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

皮
革
業
に
従
事
す
る
中
国
人
の
数
が

多
い
た
め
、
一
九
九
六
年
に
イ
ン
ド
最

高
裁
判
所
が
コ
ル
カ
タ
市
内
で
の
皮
な

め
し
工
場
の
操
業
を
禁
止
し
た
こ
と

は
、
中
国
人
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
こ
れ
は
、
環
境
汚
染
の
原
因
と

な
る
産
業
に
関
し
、
コ
ル
カ
タ
市
内
で

の
操
業
を
禁
止
し
、
郊
外
へ
の
移
転
を

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
を

受
け
、
そ
れ
ま
で
皮
な
め
し
工
場
を
操

業
し
て
い
た
中
国
人
の
う
ち
約
三
〇
％

は
工
場
を
郊
外
に
移
転
し
た
も
の
の
、

残
り
七
〇
％
は
工
場
の
廃
業
に
追
い
込

ま
れ
た
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
そ
の
職

業
を
、
皮
革
業
か
ら
中
華
料
理
店
の
経

営
等
に
変
え
て
い
る
。

　

中
国
人
の
大
部
分
が
コ
ル
カ
タ
に
居

住
し
て
い
る
た
め
、
筆
者
の
居
住
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お
い
て
中
国
人

を
見
掛
け
る
機
会
は
少
な
く
、
韓
国
人

や
日
本
人
を
見
掛
け
る
機
会
の
方
が
多

い
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
居
住
す
る
中
国

人
の
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
韓

国
人
は
約
五
〇
〇
〇
人
、
日
本
人
は
二

五
〇
〇
人
で
あ
る
た
め
（
詳
細
は
表
1

を
参
照
）、
中
国
人
の
数
は
こ
れ
よ
り

も
少
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。ま
た
、

諸
外
国
の
主
要
都
市
と
比
べ
、
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
で
は
中
華
料
理
店
の
数
も
圧
倒

的
に
少
な
く
、
そ
の
味
も
イ
ン
ド
風
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
お
り
、
あ
ま
り
美
味

し
く
は
な
い
。
こ
こ
ま
で
中
国
の
存
在

感
が
薄
い
大
都
市
も
珍
し
い
だ
ろ
う
。

　

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
進
出
し
て
い
る
中

国
の
企
業
数
も
、
日
本
や
韓
国
に
比
べ

て
圧
倒
的
に
少
な
い
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

に
拠
点
を
設
け
て
い
る
中
国
企
業
の
一

例
と
し
て
は
、
家
電
メ
ー
カ
ー
の
ハ
イ

ア
ー
ル
社
や
、
発
電
機
メ
ー
カ
ー
の
大

手
で
あ
る
上
海
電
気
集
団
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
近
郊
の
新

興
都
市
グ
ル
ガ
オ
ン
に
は
、
通
信
産
業

関
連
の
Ｚ
Ｔ
Ｅ
社
や
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社

も
拠
点
を
置
い
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
急

速
な
経
済
発
展
に
と
も
な
い
、
現
在
、

続
々
と
外
国
企
業
が
イ
ン
ド
に
進
出
し

て
い
る
た
め
、
今
後
、
多
く
の
中
国
企

業
が
イ
ン
ド
に
進
出
す
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
市
内
に
も
中
華
料
理
店
が
増

え
、
当
地
で
も
美
味
し
い
中
華
料
理
が

食
べ
ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち

に
し
た
い
。

（
は
ら
し
ま　

あ
ず
さ
）
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